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公民館棟２階に配置した体育館

◇工　事　名：西浦地区学校複合施設建設工事
◇発　注　者：愛知県蒲郡市
◇設計・監理：有限会社ナスカ
◇施　工　者：建築安藤ハザマ・鈴中工業

機械村工業・コンプロ産工
電気三立・電光社

◇工　事　場　所：愛知県蒲郡市西浦町宮地
◇構造・階数：校　舎　棟ＲＣ・Ｗ一部Ｓ造２階建て

公民館棟ＲＣ・Ｗ一部Ｓ造３階建て
◇総延床面積：，㎡
◇工　　　期：年９月日～年６月８日

写真提供安藤ハザマ　撮影淺川敏
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学校図書館と市立図書館分室

家庭科室（調理）

海と里山をつなぐ公民館棟と校舎棟（手前）

校舎棟と公民館棟の間に設けた交流広場

普通教室は全て南向きの校舎棟 木のぬくもりを感じる校舎棟の内観

　蒲郡市立西浦学園は、県内３校目の義務教育学校として令和８年
４月に開校し、児童・生徒人が９年間を見通した小中一貫教育
のもとで学んでおります。現在は既存校舎を活用して教育活動を展
開し、９月の新校舎供用開始に向けた準備を進めております。

　本施設は、小学校・中学校・公民館・児童クラブの機能を集合し、
相互の連携を図ることで、「教育」と「交流」の拠点を形成するこ
とを基本理念としております。本校では、義務教育９年間を一体的
に捉え、発達段階に応じた系統的かつ継続的な指導の充実を図り、
確かな学力と豊かな人間性の育成に努めております。
　また、コミュニティー・スクールとして学校運営協議会を中核に
地域の意向を反映し、地域学校協働活動を推進することで、地域と
協働した教育環境の充実を図っております。さらに、「地域の子ど
もは地域で育てる」という理念のもと、多世代の関わりを生かした
学びと交流の機会を創出し、児童・生徒がふるさと西浦への愛着と
誇りを育むことを目指しております。
　今後も、学校を核とした地域づくりに寄与し、持続可能な地域社
会を担う人材の育成に努めてまいります。

周辺工場のノコギリ屋根をデザインに反映した公民館棟


